
(57)【要約】

【課題】

　操作可能領域の大きな操作釦を提供する。

【解決手段】

　操作釦１０は、操作面部１１と、この操作面部１１を

組み付けるホルダ１２と、このホルダ１２を前記筐体１

に固定するためにストッパ３５とで構成され、これら各

構成部品は樹脂などによる一体成形品である。この操作

釦１０を装着する前記筐体１には、前記操作面部１１と

ほぼ同形同大な取付孔１２ａが形成され、この取付孔１

２ａに操作面部１１を装着した際、前記筐体１と連続し

、ほぼフラットに連続するように略平板状に形成されて

いる。ホルダ１２は、筐体１に取り付けるための略Ｌ型

の取り付け部１５と、操作面部１１を取り付ける略平板

状の取付面１６とから成り、取り付け部１５と取付面１

６とをヒンジ部１７で連結する。ヒンジ部１７は全幅に

亘って前記操作面部１１の外形投影面内に含まれている

。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筐 体 と 、 前 記 筐 体 の 内 側 に 固 定 さ れ た ス イ ッ チ と 、 ユ ー ザ ー の 操 作 に よ り 前 記 ス イ ッ チ
を 動 作 さ せ る 操 作 釦 と を 具 備 す る 電 子 機 器 に お い て 、 前 記 操 作 釦 は 、 前 記 筐 体 に 形 成 す る
取 付 孔 に 臨 ん で 外 部 に 露 出 し 、 ユ ー ザ ー が 直 接 触 れ て 押 圧 す る 操 作 面 部 と 、 こ の 操 作 面 部
の 後 方 に 配 置 し て 該 操 作 面 部 を 組 み 付 け る ホ ル ダ と 、 こ の ホ ル ダ の 後 方 に 延 出 す る ス イ ッ
チ 押 圧 部 と を 具 備 し 、 前 記 ホ ル ダ は 、 前 記 筐 体 に 取 り 付 け る 取 り 付 け 部 と 、 前 記 ホ ル ダ と
前 記 取 り 付 け 部 と を 連 結 し 、 屈 曲 可 能 な 薄 肉 形 状 と し た ヒ ン ジ 部 と を 備 え 、 こ の ヒ ン ジ 部
の 全 部 又 は 一 部 が 前 記 操 作 面 部 の 外 形 投 影 面 内 に 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 操 作 釦 を 備 え
た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 操 作 釦 と 当 接 可 能 な ス ト ッ パ 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 操
作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 操 作 釦 に 前 記 筐 体 と 当 接 し て 筐 体 か ら の 操 作 釦 の 突 出 を 防 止 す る ス ト ッ パ 手 段 を 具
備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ヒ ン ジ 部 が 前 記 操 作 面 部 の 外 形 投 影 面 の 端 部 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至
３ に 記 載 の 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 筐 体 と 、 前 記 筐 体 の 内 側 に 固 定 さ れ た 基 板 と 、 前 記 基 板 に 固 定 さ れ た ス イ ッ チ と 、 ユ ー
ザ ー の 操 作 に よ り 前 記 ス イ ッ チ を 動 作 さ せ る 操 作 釦 と を 具 備 し 、 前 記 筐 体 は 、 前 記 操 作 釦
の 一 部 を 前 記 筐 体 の 外 部 に 露 出 す る 取 付 孔 と 、 前 記 操 作 釦 を 取 り 付 け る た め の 突 起 部 と 、
支 軸 を 支 点 と し て 開 閉 可 能 に 回 転 す る 開 閉 カ バ ー を 具 備 し 、 前 記 開 閉 カ バ ー の 内 側 に 、 音
量 調 整 及 び チ ャ ン ネ ル 切 り 替 え を 操 作 す る た め の 操 作 ス イ ッ チ 並 び に 他 の 電 子 機 器 と の 間
で 信 号 の 入 出 力 を 行 う た め の ケ ー ブ ル の 接 続 を 可 能 と す る 接 続 端 子 を 配 置 し 、 前 記 操 作 釦
は 、 前 記 筐 体 の 外 部 に 露 出 し 、 ユ ー ザ ー が 直 接 触 れ て 押 圧 す る 操 作 面 部 と 、 前 記 操 作 面 部
の 後 方 に 配 置 さ れ る ホ ル ダ と 、 前 記 ホ ル ダ の 後 方 に 延 出 す る ス イ ッ チ 押 圧 部 と 、 前 記 突 起
部 と 嵌 合 す る 嵌 合 孔 を 具 備 す る 取 り 付 け 部 と 、 前 記 ホ ル ダ と 前 記 取 り 付 け 部 と を 連 結 し 、
屈 曲 可 能 な 薄 肉 形 状 と し た ヒ ン ジ 部 と を 具 備 す る テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 に お い て 、 前 記 ヒ ン
ジ 部 の 全 部 が 、 前 記 操 作 面 部 の 外 形 投 影 面 内 に 含 ま れ 、 且 つ 、 前 記 外 形 投 影 面 の 下 端 部 に
あ り 、 前 記 操 作 釦 と 当 接 可 能 な ス ト ッ パ 手 段 を 具 備 し 、 前 記 ホ ル ダ と 前 記 ス イ ッ チ 押 圧 部
と 前 記 取 り 付 け 部 と 前 記 ヒ ン ジ 部 と が 一 体 形 成 さ れ て お り 、 前 記 操 作 面 部 と 前 記 開 閉 カ バ
ー と が 前 記 筐 体 の 前 面 に 水 平 に 配 置 さ れ 、 前 記 操 作 面 部 の 高 さ と 前 記 開 閉 カ バ ー の 高 さ と
が ほ ぼ 同 寸 法 で あ る こ と を 特 徴 と す る 操 作 釦 を 備 え た テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 子 機 器 の 操 作 釦 に 関 し 、 特 に 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 の 前 面 に 配 置 さ れ た 電
源 釦 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 子 機 器 の 操 作 釦 に は 、 金 属 の 支 軸 や バ ネ と い っ た 部 品 を 使 用 す る こ と な く 、 且
つ 、 容 易 な 組 み 立 て 作 業 に よ り 、 そ の 機 能 を 実 現 で き る と い う こ と か ら 、 特 許 文 献 １ に 示
す よ う に 屈 曲 可 能 な 薄 肉 形 状 の ヒ ン ジ を 使 用 し た 構 造 の も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な ヒ ン ジ 構 造 を 採 用 し た 操 作 釦 を テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 な ど の 電 子 機 器 に 用 い た
従 来 の 操 作 釦 の 構 造 の 一 例 を 図 １ ４ を 参 照 し て 説 明 す る と 、 電 子 機 器 は 、 筐 体 １ ０ ０ と 、
筐 体 １ ０ ０ の 内 側 に 固 定 さ れ た ス イ ッ チ １ ０ １ と 、 ユ ー ザ ー の 操 作 に よ り ス イ ッ チ １ ０ １
を 動 作 さ せ る 操 作 釦 １ ０ ２ と を 具 備 す る 。 筐 体 １ ０ ０ は 、 操 作 釦 １ ０ ２ の 一 部 を 筐 体 １ ０
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０ の 外 部 に 露 出 す る 取 付 孔 １ ０ ３ を 具 備 す る 。 操 作 釦 １ ０ ２ は 、 筐 体 １ ０ ０ の 外 部 に 露 出
し 、 ユ ー ザ ー が 直 接 触 れ て 押 圧 す る 操 作 面 部 １ ０ ４ と 、 操 作 面 部 １ ０ ４ の 後 方 に 延 出 す る
ス イ ッ チ 押 圧 部 １ ０ ５ と 、 筐 体 １ ０ ０ に 取 り 付 け る 取 り 付 け 部 １ ０ ６ と 、 操 作 面 部 １ ０ ４
と 取 り 付 け 部 １ ０ ６ と を 連 結 す る 屈 曲 可 能 な 薄 肉 形 状 と し た ヒ ン ジ 部 １ ０ ７ と を 具 備 す る
。 こ こ で 、 操 作 釦 １ ０ ２ は 、 一 体 成 形 に よ り 作 ら れ た も の で あ る 。 こ の よ う な 、 ヒ ン ジ 構
造 を 採 用 し た 操 作 釦 １ ０ ２ は 、 図 １ ５ で 示 す よ う に ユ ー ザ ー が 矢 印 の 方 向 に 操 作 面 部 １ ０
４ を 押 す と 、 ヒ ン ジ 部 １ ０ ７ を 中 心 に ス イ ッ チ 押 圧 部 １ ０ ５ が 動 き 、 ス イ ッ チ １ ０ １ を 動
作 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ５ ０ ７ ５ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 及 び 従 来 の 構 造 の 操 作 釦 １ ０ ２ で は 、 ヒ ン ジ 部 １ ０ ７ が 操 作
面 部 １ ０ ４ の 外 形 投 影 面 の 外 に あ る た め 、 操 作 面 部 １ ０ ４ を 大 き く し 難 く 、 換 言 す れ ば 、
操 作 可 能 領 域 を 大 き く し 難 い と い う 課 題 が あ っ た 。 こ こ で 、 「 操 作 面 部 の 外 形 投 影 面 」 と
は 、 操 作 面 部 １ ０ ４ を 前 方 か ら 投 影 し た 場 合 の 外 形 を 意 味 し 、 「 操 作 可 能 領 域 」 と は 、 操
作 面 部 １ ０ ４ の 前 面 に お い て 、 ユ ー ザ ー が 押 圧 し て ス イ ッ チ １ ０ １ を 動 作 さ せ る こ と が で
き る 領 域 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 又 、 文 字 や 模 様 等 を 入 れ る た め に 高 い 成 形 精 度 を 要 求 さ れ る 操 作 面 部 １ ０ ４ と 、 操 作 面
部 １ ０ ４ に 比 べ て 低 い 成 形 精 度 で 十 分 な 他 の 部 分 と を 一 体 成 形 す る た め 、 操 作 釦 １ ０ ２ の
全 体 を 高 い 成 形 精 度 で 形 成 し な け れ ば な ら ず 、 成 形 コ ス ト が 高 く な る と い う 課 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 ヒ ン ジ 部 １ ０ ７ を 持 つ 構 造 の た め 、 操 作 面 部 １ ０ ４ の 押 し 方 （ 例 え ば 、 図 １ ６
に お い て 、 矢 印 の 方 向 に 押 す 場 合 な ど ） に よ っ て は 、 操 作 釦 １ ０ ２ の 上 部 が 筐 体 １ ０ ０ の
前 面 に 突 出 す る 可 能 性 が あ る と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 背 景 技 術 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 操 作 釦 に お け る 操 作 面 部 の 操 作
可 能 領 域 を 広 く す る こ と が 出 来 、 又 、 操 作 釦 の 成 形 コ ス ト を 安 価 に す る こ と が 可 能 で 、 さ
ら に 筐 体 か ら 操 作 釦 の 突 出 を 防 止 で き る テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 な ど の 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機
器 を 提 供 す る こ と を そ の 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 は 、 筐 体 と 、 前 記 筐 体 の 内 側 に 固 定 さ れ た ス
イ ッ チ と 、 ユ ー ザ ー の 操 作 に よ り 前 記 ス イ ッ チ を 動 作 さ せ る 操 作 釦 と を 具 備 し 、 前 記 筐 体
は 、 前 記 操 作 釦 の 一 部 を 前 記 筐 体 の 外 部 に 露 出 す る 取 付 孔 を 具 備 し 、 前 記 操 作 釦 は 、 前 記
筐 体 の 外 部 に 露 出 し 、 ユ ー ザ ー が 直 接 触 れ て 押 圧 す る 操 作 面 部 と 、 前 記 操 作 面 部 の 後 方 に
配 置 さ れ る ホ ル ダ と 、 前 記 ホ ル ダ の 後 方 に 延 出 す る ス イ ッ チ 押 圧 部 と 、 前 記 筐 体 に 取 り 付
け る 取 り 付 け 部 と 、 前 記 ホ ル ダ と 前 記 取 り 付 け 部 と を 連 結 し 、 屈 曲 可 能 な 薄 肉 形 状 と し た
ヒ ン ジ 部 と を 具 備 す る 電 子 機 器 に お い て 、 前 記 ヒ ン ジ 部 の 全 部 又 は 一 部 が 前 記 操 作 面 部 の
外 形 投 影 面 内 に 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ の 構 成 に よ れ ば 、 筐 体 に 操 作 釦 及 び ホ ル ダ を 実 装 す る こ と に よ っ て 操 作 面 部 は
筐 体 の 取 付 孔 に 挿 入 さ れ 、 操 作 面 部 と 筐 体 と が フ ラ ッ ト に 連 続 し 、 操 作 面 部 を 押 圧 す る こ
と に よ っ て 、 操 作 面 部 を 組 み 付 け た ホ ル ダ の ヒ ン ジ 部 が 撓 ん で ス イ ッ チ 押 圧 部 に よ っ て ス
イ ッ チ を オ ン ・ オ フ 制 御 す る こ と が で き る 。 又 、 ヒ ン ジ 部 の 全 部 又 は 一 部 が 操 作 面 部 の 外
形 投 影 面 内 に 含 ま れ て い る か ら 、 大 き な 操 作 面 部 を 確 保 す る こ と が 可 能 に な り 、 操 作 可 能
領 域 を 大 き く す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機
器 に お い て 、 前 記 操 作 釦 と 当 接 可 能 な ス ト ッ パ 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ の 構 成 に よ れ ば 、 操 作 釦 と 当 接 可 能 な ス ト ッ パ を 具 備 す る こ と に よ っ て 、 ユ ー
ザ ー が 操 作 面 部 を 押 圧 す る こ と で ホ ル ダ の ヒ ン ジ 部 が 撓 み 、 ホ ル ダ の 後 方 に 延 出 す る ス イ
ッ チ 押 圧 部 が 筐 体 の 内 側 に 固 定 さ れ た ス イ ッ チ を 押 す 押 圧 力 を 規 制 で き る た め 、 ス イ ッ チ
押 圧 部 に よ っ て ス イ ッ チ が 過 剰 に 押 圧 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 操 作 釦 を
備 え た 電 子 機 器 に お い て 、 前 記 操 作 釦 に 前 記 筐 体 と 当 接 し て 筐 体 か ら の 操 作 釦 の 突 出 を 防
止 す る ス ト ッ パ 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 操 作 面 部 の 押 し 方 に よ っ て 操 作 釦 が 筐 体 の 前 面 に 突 出 す る の
を 防 止 す る た め の ス ト ッ パ 手 段 を 設 け た こ と に よ り 、 ス ト ッ パ 手 段 が 筐 体 に 当 接 し て 筐 体
か ら の 操 作 面 部 の 突 出 を 規 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ に 記 載 の 操 作 釦 を
備 え た 電 子 機 器 に お い て 、 前 記 ヒ ン ジ 部 が 前 記 操 作 面 部 の 外 形 投 影 面 の 端 部 に あ る こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ の 構 成 に よ れ ば 、 ホ ル ダ に 形 成 し た ヒ ン ジ 部 の 全 部 又 は 一 部 が 操 作 面 部 の 外 形
投 影 面 内 に 含 ま れ 、 且 つ 、 前 記 ヒ ン ジ 部 が 前 記 操 作 面 部 の 外 形 投 影 面 の 端 部 に 設 け た こ と
に よ り 、 操 作 面 部 に お け る 操 作 可 能 領 域 を よ り 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 操 作 釦 を 備 え た テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 は 、 筐 体 と 、 前 記 筐 体 の 内 側 に 固
定 さ れ た 基 板 と 、 前 記 基 板 に 固 定 さ れ た ス イ ッ チ と 、 ユ ー ザ ー の 操 作 に よ り 前 記 ス イ ッ チ
を 動 作 さ せ る 操 作 釦 と を 具 備 し 、 前 記 筐 体 は 、 前 記 操 作 釦 の 一 部 を 前 記 筐 体 の 外 部 に 露 出
す る 取 付 孔 と 、 前 記 操 作 釦 を 取 り 付 け る た め の 突 起 部 と 、 支 軸 を 支 点 と し て 開 閉 可 能 に 回
転 す る 開 閉 カ バ ー を 具 備 し 、 前 記 開 閉 カ バ ー の 内 側 に 、 音 量 調 整 及 び チ ャ ン ネ ル 切 り 替 え
を 操 作 す る た め の 操 作 ス イ ッ チ 並 び に 他 の 電 子 機 器 と の 間 で 信 号 の 入 出 力 を 行 う た め の ケ
ー ブ ル の 接 続 を 可 能 と す る 接 続 端 子 を 配 置 し 、 前 記 操 作 釦 は 、 前 記 筐 体 の 外 部 に 露 出 し 、
ユ ー ザ ー が 直 接 触 れ て 押 圧 す る 操 作 面 部 と 、 前 記 操 作 面 部 の 後 方 に 配 置 さ れ る ホ ル ダ と 、
前 記 ホ ル ダ の 後 方 に 延 出 す る ス イ ッ チ 押 圧 部 と 、 前 記 突 起 部 と 嵌 合 す る 嵌 合 孔 を 具 備 す る
取 り 付 け 部 と 、 前 記 ホ ル ダ と 前 記 取 り 付 け 部 と を 連 結 し 、 屈 曲 可 能 な 薄 肉 形 状 と し た ヒ ン
ジ 部 と を 具 備 す る テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 に お い て 、 前 記 ヒ ン ジ 部 の 全 部 が 、 前 記 操 作 面 部 の
外 形 投 影 面 内 に 含 ま れ 、 且 つ 、 前 記 外 形 投 影 面 の 下 端 部 に あ り 、 前 記 操 作 釦 と 当 接 可 能 な
ス ト ッ パ 手 段 を 具 備 し 、 前 記 ホ ル ダ と 前 記 ス イ ッ チ 押 圧 部 と 前 記 取 り 付 け 部 と 前 記 ヒ ン ジ
部 と が 一 体 形 成 さ れ て お り 、 前 記 操 作 面 部 と 前 記 開 閉 カ バ ー と が 前 記 筐 体 の 前 面 に 水 平 に
配 置 さ れ 、 前 記 操 作 面 部 の 高 さ と 前 記 開 閉 カ バ ー の 高 さ と が ほ ぼ 同 寸 法 で あ る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ５ の 構 成 に よ れ ば 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 に お い て 、 大 き な 操 作 面 部 を 確 保 す る こ
と で 操 作 可 能 領 域 を 大 き く す る こ と が 可 能 に な り 、 操 作 面 部 の 大 型 化 に よ る 操 作 性 の 向 上
並 び に 外 観 デ ザ イ ン の 向 上 に も 寄 与 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 １ に 係 る 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 に よ れ ば 、 筐 体 と 、 前 記 筐 体 の 内 側 に 固 定 さ れ
た ス イ ッ チ と 、 ユ ー ザ ー の 操 作 に よ り 前 記 ス イ ッ チ を 動 作 さ せ る 操 作 釦 と を 具 備 す る 電 子
機 器 に お い て 、 前 記 操 作 釦 は 、 前 記 筐 体 に 形 成 す る 取 付 孔 に 臨 ん で 外 部 に 露 出 し 、 ユ ー ザ
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ー が 直 接 触 れ て 押 圧 す る 操 作 面 部 と 、 こ の 操 作 面 部 の 後 方 に 配 置 し て 該 操 作 面 部 を 組 み 付
け る ホ ル ダ と 、 こ の ホ ル ダ の 後 方 に 延 出 す る ス イ ッ チ 押 圧 部 と を 具 備 し 、 前 記 ホ ル ダ は 、
前 記 筐 体 に 取 り 付 け る 取 り 付 け 部 と 、 前 記 ホ ル ダ と 前 記 取 り 付 け 部 と を 連 結 し 、 屈 曲 可 能
な 薄 肉 形 状 と し た ヒ ン ジ 部 と を 備 え 、 こ の ヒ ン ジ 部 の 全 部 又 は 一 部 が 前 記 操 作 面 部 の 外 形
投 影 面 内 に 含 ま れ る も の で あ る か ら 、 大 き な 操 作 面 部 を 確 保 す る こ と が 可 能 に な り 、 操 作
可 能 領 域 を 大 き く す る こ と が で き る 。 又 、 高 い 成 形 精 度 が 必 要 と さ れ る 操 作 面 部 と 、 操 作
面 部 に 比 べ て 低 い 成 形 精 度 で 十 分 な 他 の 部 分 を 別 々 に 成 形 す る こ と で 、 操 作 釦 の 成 形 コ ス
ト を 低 く 抑 え る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 係 る 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 に よ れ ば 、 請 求 項 １ に 記 載 の 操 作 釦 を 備 え た 電
子 機 器 に お い て 、 前 記 操 作 釦 と 当 接 可 能 な ス ト ッ パ 手 段 を 具 備 す る も の で あ る か ら 、 ユ ー
ザ ー が 過 剰 な 押 圧 力 に て 操 作 面 部 を 押 圧 し た 場 合 で も 、 筐 体 の 内 側 に 固 定 さ れ た ス イ ッ チ
に 過 剰 な 押 圧 力 が 加 わ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ３ に 係 る 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 操 作
釦 を 備 え た 電 子 機 器 に お い て 、 前 記 操 作 釦 に 前 記 筐 体 と 当 接 し て 筐 体 か ら の 操 作 釦 の 突 出
を 防 止 す る ス ト ッ パ 手 段 を 具 備 す る も の で あ る か ら 、 極 端 な 操 作 面 部 の 押 し 方 に よ る 筐 体
か ら の 操 作 釦 の 突 出 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ４ に 係 る 操 作 釦 を 備 え た 電 子 機 器 に よ れ ば 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ３ に 記 載 の 操 作
釦 を 備 え た 電 子 機 器 に お い て 、 前 記 ヒ ン ジ 部 が 前 記 操 作 面 部 の 外 形 投 影 面 の 端 部 に あ る も
の で あ る か ら 、 操 作 面 部 に お け る 操 作 可 能 領 域 を よ り 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ５ に 係 る 操 作 釦 を 備 え た テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 に よ れ ば 、 筐 体 と 、 前 記 筐 体 の 内 側
に 固 定 さ れ た 基 板 と 、 前 記 基 板 に 固 定 さ れ た ス イ ッ チ と 、 ユ ー ザ ー の 操 作 に よ り 前 記 ス イ
ッ チ を 動 作 さ せ る 操 作 釦 と を 具 備 し 、 前 記 筐 体 は 、 前 記 操 作 釦 の 一 部 を 前 記 筐 体 の 外 部 に
露 出 す る 取 付 孔 と 、 前 記 操 作 釦 を 取 り 付 け る た め の 突 起 部 と 、 支 軸 を 支 点 と し て 開 閉 可 能
に 回 転 す る 開 閉 カ バ ー を 具 備 し 、 前 記 開 閉 カ バ ー の 内 側 に 、 音 量 調 整 及 び チ ャ ン ネ ル 切 り
替 え を 操 作 す る た め の 操 作 ス イ ッ チ 並 び に 他 の 電 子 機 器 と の 間 で 信 号 の 入 出 力 を 行 う た め
の ケ ー ブ ル の 接 続 を 可 能 と す る 接 続 端 子 を 配 置 し 、 前 記 操 作 釦 は 、 前 記 筐 体 の 外 部 に 露 出
し 、 ユ ー ザ ー が 直 接 触 れ て 押 圧 す る 操 作 面 部 と 、 前 記 操 作 面 部 の 後 方 に 配 置 さ れ る ホ ル ダ
と 、 前 記 ホ ル ダ の 後 方 に 延 出 す る ス イ ッ チ 押 圧 部 と 、 前 記 突 起 部 と 嵌 合 す る 嵌 合 孔 を 具 備
す る 取 り 付 け 部 と 、 前 記 ホ ル ダ と 前 記 取 り 付 け 部 と を 連 結 し 、 屈 曲 可 能 な 薄 肉 形 状 と し た
ヒ ン ジ 部 と を 具 備 す る テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 に お い て 、 前 記 ヒ ン ジ 部 の 全 部 が 、 前 記 操 作 面
部 の 外 形 投 影 面 内 に 含 ま れ 、 且 つ 、 前 記 外 形 投 影 面 の 下 端 部 に あ り 、 前 記 操 作 釦 と 当 接 可
能 な ス ト ッ パ 手 段 を 具 備 し 、 前 記 ホ ル ダ と 前 記 ス イ ッ チ 押 圧 部 と 前 記 取 り 付 け 部 と 前 記 ヒ
ン ジ 部 と が 一 体 形 成 さ れ て お り 、 前 記 操 作 面 部 と 前 記 開 閉 カ バ ー と が 前 記 筐 体 の 前 面 に 水
平 に 配 置 さ れ 、 前 記 操 作 面 部 の 高 さ と 前 記 開 閉 カ バ ー の 高 さ と が ほ ぼ 同 寸 法 で あ る か ら 、
操 作 面 部 に お け る 操 作 可 能 領 域 を よ り 大 き く す る こ と が で き 、 又 、 操 作 釦 の 筐 体 か ら の 飛
び 出 し を 防 ぐ こ と が で き る 。 さ ら に 、 操 作 釦 の 成 形 コ ス ト を 低 く 抑 え る こ と が で き 、 加 え
て 、 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 の デ ザ イ ン を よ り 整 っ た も の に で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 、 電 子 機 器 の 正 面 図 で あ り 、 本 実 施 例 で は 、 電 子 機 器 と し て テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機
に 適 用 し た 場 合 を 示 す 。 テ レ ビ ジ ョ ン 受 像 機 の 筐 体 １ の 前 面 に は 音 量 調 整 及 び チ ャ ン ネ ル
切 り 替 え を 操 作 す る た め の 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ ３ や 他 の 電 子 機 器 と の 間 で 信 号 の 入 出 力 を
行 う た め の ケ ー ブ ル の 接 続 を 可 能 と す る 接 続 端 子 ４ が 並 設 さ れ て い る 。 こ れ ら の 操 作 ス イ
ッ チ ３ や 接 続 端 子 ４ は 図 示 し な い 支 軸 を 支 点 と し て 開 閉 可 能 に 回 転 す る 開 閉 カ バ ー ５ に よ
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っ て 覆 わ れ て い る 。 こ の 開 閉 カ バ ー ５ に 隣 接 し て 主 電 源 を オ ン ・ オ フ す る ス イ ッ チ ６ を 操
作 す る た め の 操 作 釦 １ ０ が 並 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 操 作 釦 １ ０ は 、 操 作 面 部 １ １ と 、 こ の 操 作 面 部 １ １ を 組 み 付 け る ホ ル ダ １ ２ と 、 こ の ホ
ル ダ １ ２ を 前 記 筐 体 １ に 固 定 す る た め の ス ト ッ パ ３ ５ と で 構 成 さ れ 、 こ れ ら 各 構 成 部 品 は
樹 脂 な ど に よ る 一 体 成 形 品 で あ る 。 こ の 操 作 釦 １ ０ を 装 着 す る 前 記 筐 体 １ に は 、 前 記 操 作
面 部 １ １ と ほ ぼ 同 形 同 大 な 取 付 孔 １ ２ ａ が 形 成 さ れ 、 こ の 取 付 孔 １ ２ ａ に 操 作 面 部 １ １ を
装 着 し た 際 、 前 記 筐 体 １ と 連 続 し 、 ほ ぼ フ ラ ッ ト に 連 続 す る よ う に 略 平 板 状 に 形 成 さ れ て
い る 。 又 、 前 記 操 作 面 部 １ １ と 前 記 操 作 ス イ ッ チ ３ 及 び 前 記 接 続 端 子 ４ を 覆 う 開 閉 カ バ ー
５ と の 高 さ を 揃 え る よ う に 、 本 実 施 例 に お い て 操 作 面 部 １ １ は 、 概 ね 幅 ３ ０ ｍ ｍ 、 高 さ ６
５ ｍ ｍ と 一 般 的 な ス イ ッ チ の 操 作 面 の サ イ ズ よ り 大 型 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ホ ル ダ １ ２ は 、 前 記 筐 体 １ に 取 り 付 け る た め の 略 Ｌ 型 の 取 り 付 け 部 １ ５ と 、 前 記 操 作 面
部 １ １ を 取 り 付 け る 略 平 板 状 の 取 付 面 １ ６ と か ら 成 り 、 こ の 取 り 付 け 部 １ ５ と 取 付 面 １ ６
と が 屈 曲 可 能 な 薄 肉 形 状 と し た ヒ ン ジ 部 １ ７ と で 連 結 さ れ て い る 。 前 記 取 り 付 け 部 １ ５ に
は 、 前 記 筐 体 １ に 形 成 す る 位 置 決 め ピ ン １ ８ と 取 付 ボ ス 部 （ 図 示 な し ） に 対 応 し て 位 置 決
め 孔 ２ ０ と ね じ の 挿 通 孔 ２ ２ を 有 す る 筒 部 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 取 付 面 １ ６ に は
、 操 作 面 部 １ １ に 形 成 す る 位 置 決 め ピ ン ２ ５ と フ ッ ク ２ ６ に 対 応 し て 位 置 決 め 孔 ２ ７ と 係
止 爪 ２ ８ と が 形 成 さ れ て い る 。 又 、 取 付 面 １ ６ の 背 面 側 に は 前 記 ス イ ッ チ ６ を 押 圧 す る ス
イ ッ チ 押 圧 部 ３ ０ が 後 方 に 向 か っ て 突 設 さ れ て い る と と も に 取 付 面 １ ６ の 上 縁 ほ ぼ 中 央 に
は 筐 体 １ の 内 面 に 当 接 し て 筐 体 １ か ら の 操 作 面 部 １ １ の 突 出 を 防 止 す る 略 Ｌ 字 状 の 突 出 防
止 ス ト ッ パ ３ １ が 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 ヒ ン ジ 部 １ ７ は 全 幅 に 亘 っ て 前 記 操 作 面 部 １ １ の
外 形 投 影 面 内 に 含 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 符 号 ３ ５ は 、 前 記 ホ ル ダ １ ２ と 当 接 し て 前 記 ス イ ッ チ 押 圧 部 ３ ０ に よ っ て 前 記 ス イ ッ チ
６ が 過 剰 に 押 圧 さ れ る の を 防 止 す る ス ト ッ パ で あ り 、 全 体 と し て 枠 状 を 成 し 、 前 記 ホ ル ダ
１ ２ の 背 面 と 僅 か な 間 隔 を 隔 て て 筐 体 １ の 内 面 に 形 成 す る 取 付 ボ ス 部 １ ９ と 対 応 し て ね じ
２ １ の 挿 通 孔 ３ ６ を 有 す る 筒 部 ３ ７ が 形 成 さ れ る と と も に 、 ス ト ッ パ ３ ５ の 下 部 に は 前 記
筐 体 １ に 形 成 す る 係 止 孔 ３ ８ ａ と 係 合 す る 係 合 突 起 ３ ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 又 、 ス ト ッ
パ ３ ５ の 背 面 に は 、 前 記 ス イ ッ チ ６ が 実 装 さ れ た 基 板 ６ ａ を 支 持 す る た め の リ ブ ３ ９ ａ が
突 設 さ れ 、 そ の リ ブ ３ ９ ａ に 基 板 ６ ａ を 挿 入 す る 切 欠 溝 ３ ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 本 実 施 例 は 、 図 ３ 乃 至 図 １ １ に 示 す よ う に 、 先 ず 操 作 面 部 １ １
に 形 成 す る 位 置 決 め ピ ン ２ ５ を ホ ル ダ １ ２ の 取 付 面 １ ６ に 形 成 す る 位 置 決 め 孔 ２ ７ に 挿 入
す る と と も に 、 操 作 面 部 １ １ の フ ッ ク ２ ６ を 係 止 爪 ２ ８ に 係 止 し て 操 作 面 部 １ １ と ホ ル ダ
１ ２ と を 一 体 的 に ユ ニ ッ ト 化 す る 。 こ の 後 、 筐 体 １ に 形 成 す る 位 置 決 め ピ ン １ ８ と 取 付 ボ
ス 部 （ 図 示 な し ） に ホ ル ダ １ ２ の 位 置 決 め 孔 ２ ０ と 筒 部 ２ ３ と を 挿 入 し 、 筒 部 ２ ３ の 挿 通
孔 ２ ２ か ら 取 付 ボ ス 部 に ね じ を ね じ 込 ん で 筐 体 １ に ユ ニ ッ ト 化 し た 操 作 面 部 １ １ と ホ ル ダ
１ ２ を 固 定 す る 。 そ し て 、 ス ト ッ パ ３ ５ の 係 合 突 起 ３ ８ ｂ を 筐 体 １ に 形 成 す る 係 止 孔 ３ ８
ｂ と 係 合 さ せ る と と も に 、 ス ト ッ パ ３ ５ に 形 成 す る 筒 部 ３ ７ と 取 付 ボ ス 部 １ ９ と を 嵌 め 合
わ せ て 筒 部 ３ ７ の 挿 通 孔 ３ ６ か ら 取 付 ボ ス 部 １ ９ に ね じ ２ １ を ね じ 込 ん で 筐 体 １ に ス ト ッ
パ ３ ５ を 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 筐 体 １ に 操 作 釦 １ ０ を 装 着 す る こ と が で き る 。 こ の 後 、
ス ト ッ パ ３ ５ の 背 面 に 形 成 す る リ ブ ３ ９ ａ の 切 欠 溝 ３ ９ に ス イ ッ チ ６ を 実 装 す る 基 板 ６ ａ
を 挿 入 し て ス イ ッ チ ６ を 含 む 基 板 ６ ａ を 筐 体 １ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 筐 体 １ に 操 作 釦 １ ０ 及 び ホ ル ダ １ ２ を 実 装 す る こ と に よ っ て 操 作 面 部 １ １
は 筐 体 １ の 取 付 孔 １ ２ ａ に 挿 入 さ れ 、 操 作 面 部 １ １ と 筐 体 １ と が フ ラ ッ ト に 連 続 し た 状 態
で 配 置 で き 、 又 、 操 作 面 部 １ １ を 押 圧 す る こ と に よ っ て 、 操 作 面 部 １ １ を 組 み 付 け た ホ ル
ダ １ ２ の ヒ ン ジ 部 １ ７ が 撓 ん で ス イ ッ チ 押 圧 部 ３ ０ に よ っ て ス イ ッ チ ６ を オ ン ・ オ フ 制 御
す る こ と が で き る 。 こ の 際 、 操 作 釦 １ ０ は ス ト ッ パ ３ ５ に 当 接 し て ス イ ッ チ 押 圧 部 ３ ０ に
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よ っ て ス イ ッ チ ６ が 過 剰 に 押 圧 さ れ る こ と は な い 。 又 、 取 付 面 １ ６ の 上 縁 に 形 成 す る 突 出
防 止 ス ト ッ パ ３ １ が 筐 体 １ の 内 面 に 当 接 し て 筐 体 １ か ら 操 作 面 部 １ １ が 外 側 に 突 出 す る こ
と は な い 。 さ ら に 、 ヒ ン ジ 部 １ ７ は 全 幅 に 亘 っ て 前 記 操 作 面 部 １ １ の 外 形 投 影 面 内 に 含 ま
れ て い る か ら 、 従 来 よ り も 大 き な 操 作 面 部 １ １ を 確 保 す る こ と が 可 能 に な り 、 又 、 従 来 よ
り も 操 作 可 能 領 域 を 大 き く す る こ と が 可 能 に な る 。 加 え て 、 直 接 、 外 面 に 露 出 す る 操 作 面
部 １ １ と 、 こ の 操 作 面 部 １ １ を 筐 体 １ に 組 み 付 け る た め の ホ ル ダ １ ２ と を そ れ ぞ れ 別 体 で
成 形 す る こ と に よ っ て 、 通 常 、 直 接 ユ ー ザ ー に 目 視 さ れ る 筐 体 １ の 前 面 や 筐 体 １ の 前 面 に
装 着 さ れ る 操 作 面 部 １ １ は 意 匠 性 を 考 慮 し て 梨 地 模 様 、 し ぼ 加 工 、 或 い は 微 細 な 凹 凸 な ど
の 装 飾 加 工 を 施 す 場 合 が 多 く 、 高 い 成 形 精 度 が 必 要 と さ れ る が 、 こ れ ら の 加 工 が 必 要 な 操
作 面 部 １ １ と 、 他 の 構 成 部 品 （ ホ ル ダ １ ２ 、 ス ト ッ パ ３ ５ な ど ） と を 別 々 に 成 形 す る こ と
で 、 他 の 構 成 部 品 は 操 作 面 部 １ １ に 比 べ て 低 い 成 形 精 度 で 十 分 で あ る か ら 、 操 作 釦 １ ０ 全
体 を 一 体 成 形 す る 場 合 に 比 べ 操 作 釦 １ ０ の 成 形 コ ス ト を 低 く 抑 え る こ と が 可 能 に な る 。 又
、 ヒ ン ジ 部 １ ７ の 全 部 が 操 作 面 部 １ １ の 外 形 投 影 面 内 に 含 ま れ て お り 、 操 作 釦 １ ０ は ヒ ン
ジ 部 １ ７ を 中 心 と し て 前 後 に 可 動 す る こ と に な る が 、 ス イ ッ チ ６ 側 は ス ト ッ パ ３ ５ に よ っ
て 過 剰 に 押 圧 さ れ る こ と は な い 。 一 方 、 操 作 釦 １ ０ の 前 方 側 へ の 移 動 は ホ ル ダ １ ２ に 形 成
す る 突 出 防 止 ス ト ッ パ ３ １ に よ っ て 規 制 さ れ 、 筐 体 １ か ら 操 作 面 部 １ １ が 外 側 に 突 出 す る
こ と は な い 。 又 、 操 作 面 部 １ １ と 操 作 ス イ ッ チ ３ 及 び 接 続 端 子 ４ を 覆 う 開 閉 カ バ ー ５ と の
高 さ を 揃 え る よ う に 操 作 釦 １ ０ を 筐 体 １ に 配 置 す る こ と に よ っ て 、 外 観 が 統 一 的 な デ ザ イ
ン と な り 、 操 作 面 部 １ １ の 大 型 化 に 伴 う 操 作 性 の 向 上 並 び に 外 観 デ ザ イ ン の 向 上 に も 寄 与
す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 、 前 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々 の 変 形 実 施 が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 図 １ ２ （ ａ ） で 示 す よ
う に ヒ ン ジ 部 １ ７ が 操 作 面 部 １ １ の 上 方 に あ り 、 操 作 面 部 １ １ を 操 作 し て 上 方 に 配 置 し た
ス イ ッ チ ６ を オ ン ・ オ フ 制 御 す る よ う に し て も よ い 。 又 、 図 １ ２ （ ｂ ） で 示 す よ う に ヒ ン
ジ 部 １ ７ を 操 作 面 部 １ １ の 中 央 付 近 に 形 成 し 、 上 側 ス イ ッ チ ６ ｃ と 下 側 ス イ ッ チ ６ ｄ を 操
作 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 操 作 面 部 １ １ の 下 部 を 押 し た 場 合 に 上 側 ス イ ッ
チ ６ ｃ を 作 動 さ せ 、 操 作 面 部 １ １ の 上 部 を 押 し た 場 合 に 下 側 ス イ ッ チ ６ ｄ を 作 動 さ せ る こ
と が で き る 。 さ ら に 、 図 １ ３ で 示 す よ う に 、 操 作 釦 １ ０ が 電 子 機 器 の 筐 体 １ の 前 面 に 飛 び
出 す こ と を 防 止 す る 手 段 と し て 、 ２ つ の 部 品 か ら な る 突 出 防 止 ス ト ッ パ ３ １ を 形 成 す れ ば
、 操 作 面 部 １ １ の 下 部 を 押 し た 場 合 に 、 ２ つ の 突 出 防 止 ス ト ッ パ ３ １ が 当 接 す る こ と で 、
操 作 釦 １ ０ が 前 面 に 飛 び 出 す こ と を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 を 示 す 開 閉 カ バ ー を 閉 じ た 状 態 の 電 子 機 器 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 上 、 開 閉 カ バ ー を 開 い た 状 態 の 電 子 機 器 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 上 、 操 作 面 部 と ホ ル ダ と の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 上 、 操 作 釦 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 上 、 操 作 釦 と ス ト ッ パ と の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 操 作 釦 の 後 方 に ス ト ッ パ を 配 置 し た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 同 上 、 操 作 面 部 を 示 し 、 図 ７ （ ａ ） は 側 面 図 、 図 ７ （ ｂ ） は 背 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 上 、 ホ ル ダ を 示 し 、 図 ８ （ ａ ） は 平 面 図 、 図 ８ （ ｂ ） は 正 面 図 、 図 ８ （ ｃ ） は
側 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 同 上 、 ス ト ッ パ を 示 し 、 図 ９ （ ａ ） は 正 面 図 、 図 ９ （ ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 同 上 、 操 作 面 部 と ホ ル ダ と の 組 み 付 け 状 態 を 示 し 、 図 １ ０ （ ａ ） は 分 解 状 態 の
側 面 図 、 図 １ ０ （ ｂ ） は 組 み 付 け 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 同 上 、 操 作 釦 の 組 み 付 け 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 変 形 例 を 示 し 、 図 １ ２ （ ａ ） は 操 作 面 部 の 上 方 に ヒ ン ジ 部 を 形 成 し た
場 合 の 側 面 図 、 図 １ ２ （ ｂ ） は 操 作 面 部 の 中 央 付 近 に ヒ ン ジ 部 を 形 成 し た 場 合 の 側 面 図 で
あ る 。
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【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 変 形 例 を 示 し 、 ス ト ッ パ の 変 形 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 例 を 示 す 操 作 釦 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 同 上 、 操 作 面 部 の 操 作 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 同 上 、 操 作 面 部 が 前 面 に 飛 び 出 す 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 　 　 　 筐 体
　 ４ 　 　 　 接 続 端 子
　 ５ 　 　 　 開 閉 カ バ ー
　 ６ 　 　 　 ス イ ッ チ
　 ６ ａ 　 　 基 板
　 １ ０ 　 　 操 作 釦
　 １ １ 　 　 操 作 面 部
　 １ ２ 　 　 ホ ル ダ
　 １ ２ ａ 　 取 付 孔
　 １ ５ 　 　 取 り 付 け 部
　 １ ７ 　 　 ヒ ン ジ 部
　 ３ ０ 　 　 ス イ ッ チ 押 圧 部
　 ３ １ 　 　 突 出 防 止 ス ト ッ パ
　 ３ ５ 　 　 ス ト ッ パ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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